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1. 平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 22,761 5.1 623 △20.2 619 △18.6 263 △34.9

29年3月期第1四半期 21,655 14.2 780 △2.0 760 △4.1 404 9.6

（注）包括利益 30年3月期第1四半期　　226百万円 （△25.3％） 29年3月期第1四半期　　303百万円 （△31.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 16.36 ―

29年3月期第1四半期 25.15 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第1四半期 45,117 25,959 55.8 1,566.21

29年3月期 47,861 26,336 53.2 1,584.61

（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 25,181百万円 29年3月期 25,477百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 30.00 ― 32.00 62.00

30年3月期 ―

30年3月期（予想） 32.00 ― 32.00 64.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 47,700 7.7 1,580 △8.6 1,480 △13.5 850 △15.6 52.87

通期 107,500 9.1 5,500 15.4 5,300 10.3 3,280 9.1 204.00

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ.８「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会
計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 16,080,000 株 29年3月期 16,080,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期1Q 1,779 株 29年3月期 1,779 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 16,078,221 株 29年3月期1Q 16,078,248 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1）経営成績に関する説明

  （単位：百万円）
 

  当第１四半期 前年同四半期 前期比

売 上 高 22,761 21,655 5.1％

営 業 利 益 623 780 △20.2％

経 常 利 益 619 760 △18.6％

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

四 半 期 純 利 益
263 404 △34.9％

 当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益は好調を維持する中、雇用・所得環境の改善を背景に

設備投資・個人消費が持ち直してきており、緩やかな回復基調が継続しています。海外経済においては、米国の景気

が着実に回復しており、中国においても各種政策の効果により景気に持ち直しの動きが見られましたが、先行きにつ

いては米国の金融政策正常化の影響や、中国を始めとするアジア新興国等の経済の動向に留意が必要な状況です。

 このような状況のもと、当社企業グループは中期経営計画の計数目標の達成に向け、マンション・オフィスビルの

管理ストック増加に努めるとともに、営繕工事の受注に注力してまいりました。一方で、将来に向けて良質なサービ

スの提供を維持することを目的とする人件費の増加が利益面に影響いたしました。

 その結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は22,761百万円（前年同期比5.1％増）、営業利益は623百万

円（前年同期比20.2％減）、経常利益は619百万円（前年同期比18.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

263百万円（前年同期比34.9％減）となりました。 

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

 
 

（単位：百万円）
  

  売上高 営業利益

  当第１四半期 前年同四半期 前期比 当第１四半期 前年同四半期 前期比

マンション管理事業 11,678 11,142 4.8％ 750 907 △17.2％

ビ ル 管 理 事 業 2,828 2,537 11.4％ 198 151 31.2％

不 動 産 管 理 事 業 1,355 1,313 3.2％ 159 171 △6.9％

営 繕 工 事 業 6,899 6,661 3.6％ 159 336 △52.6％

消 去 又 は 全 社 － － － △644 △784 －

合 計 22,761 21,655 5.1％ 623 780 △20.2％

① マンション管理事業

マンション管理事業につきましては、国内では新築マンションの供給低迷を受け、リプレース市場の競争が厳し

い状況にありましたが、全国で当社ネットワークを活かした営業活動に注力した結果、管理ストックの増加を果た

すことができました。一方で、社会保険の適用拡大及び積極的な人材採用による人件費の増加が利益面に影響いた

しました。 

その結果、売上高は11,678百万円（前年同期比4.8％増）、営業利益は750百万円（前年同期比17.2％減）となり

ました。 

② ビル管理事業

ビル管理事業につきましては、国内では積極的な営業活動により管理ストックの増加を果したことに加え、子会

社である山京ビルマネジメント株式会社の売買仲介業務が好調に推移いたしました。また、海外ではベトナムにお

ける子会社のPAN SERVICESが堅調に推移いたしました。 

その結果、売上高は2,828百万円（前年同期比11.4％増）、営業利益は198百万円（前年同期比31.2％増）となり

ました。 
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③ 不動産管理事業 

不動産管理事業につきましては、既存の取引先への積極的な営業活動が奏功し、管理ストックの増加を果たすこ

とができました。一方で、外注費を中心とした売上原価の増加が利益面に影響いたしました。 

その結果、売上高は1,355百万円（前年同期比3.2％増）、営業利益は159百万円（前年同期比6.9％減）となりま

した。 

④ 営繕工事業 

営繕工事業につきましては、海外では前年度にグループ化したシンガポールにおける子会社であるPROPELL 

INTEGRATED PTE LTDの収益が期初より寄与いたしました。一方で、国内では当社における大規模修繕工事の計画が

下半期に集中していることや、子会社である株式会社亜細亜綜合防災の長期プロジェクトについても前年同期に完

工していたことから、前年同期と比較して売上・利益ともに低調な推移となりました。また、技術者を積極的に採

用したことによる人件費の増加も利益面に影響いたしました。 

その結果、売上高は6,899百万円（前年同期比3.6％増）、営業利益は159百万円（前年同期比52.6％減）となり

ました。 

 

(2）財政状態に関する説明 

資産、負債及び純資産の状況 （単位：百万円）
 

    当第１四半期末 平成29年３月期 増減

  資 産 45,117 47,861 △2,744

  負 債 19,157 21,524 △2,366

  純 資 産 25,959 26,336 △377

  う ち 自  己  資  本 25,181 25,477 △295

  期 末 有 利 子 負 債 4,267 4,665 △398

  自  己  資  本  比  率 (％) 55.8 53.2 2.6

 
 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ2,744百万円減少し45,117百万円となりまし

た。この主な要因は、現金及び預金の減少428百万円、受取手形及び売掛金の減少2,630百万円及び未成工事支出金

の増加628百万円等であります。

 負債は、前連結会計年度末に比べ2,366百万円減少し19,157百万円となりました。この主な要因は、支払手形及

び買掛金の減少2,227百万円、賞与引当金の減少614百万円及び未成工事受入金の増加684百万円等であります。

 純資産は、前連結会計年度末に比べ377百万円減少し25,959百万円となりました。この主な要因は、親会社株主

に帰属する四半期純利益の計上に伴う利益剰余金の増加263百万円、剰余金の配当に伴う利益剰余金の減少514百万

円等であります。

 

(3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成30年３月期の業績予想につきましては、平成29年５月10日に公表いたしました業績予想に変更ございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

(1）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 13,546 13,117 

受取手形及び売掛金 11,685 9,055 

販売用不動産 80 80 

未成工事支出金 2,886 3,514 

原材料及び貯蔵品 197 196 

繰延税金資産 518 544 

その他 1,043 902 

貸倒引当金 △74 △77 

流動資産合計 29,884 27,333 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 4,095 4,060 

機械装置及び運搬具（純額） 84 76 

工具、器具及び備品（純額） 508 484 

土地 7,192 7,192 

建設仮勘定 24 45 

有形固定資産合計 11,905 11,859 

無形固定資産    

のれん 2,143 2,044 

その他 1,040 1,008 

無形固定資産合計 3,184 3,053 

投資その他の資産    

投資有価証券 233 230 

差入保証金 1,123 1,118 

繰延税金資産 336 342 

その他 1,322 1,309 

貸倒引当金 △130 △130 

投資その他の資産合計 2,886 2,870 

固定資産合計 17,977 17,784 

資産合計 47,861 45,117 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 6,760 4,533 

短期借入金 2,155 1,945 

1年内返済予定の長期借入金 681 589 

未払法人税等 576 453 

賞与引当金 1,532 918 

役員賞与引当金 12 － 

工事損失引当金 3 7 

その他 6,793 7,791 

流動負債合計 18,516 16,239 

固定負債    

長期借入金 1,828 1,732 

退職給付に係る負債 495 514 

繰延税金負債 78 77 

その他 605 592 

固定負債合計 3,008 2,918 

負債合計 21,524 19,157 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,492 2,492 

資本剰余金 2,305 2,305 

利益剰余金 20,640 20,388 

自己株式 △1 △1 

株主資本合計 25,436 25,185 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 64 64 

為替換算調整勘定 △9 △59 

退職給付に係る調整累計額 △14 △8 

その他の包括利益累計額合計 40 △3 

非支配株主持分 859 777 

純資産合計 26,336 25,959 

負債純資産合計 47,861 45,117 
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(2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 21,655 22,761 

売上原価 16,338 17,230 

売上総利益 5,317 5,530 

販売費及び一般管理費 4,536 4,907 

営業利益 780 623 

営業外収益    

受取利息 3 4 

受取配当金 1 2 

その他 16 33 

営業外収益合計 21 40 

営業外費用    

支払利息 6 20 

為替差損 21 － 

その他 15 23 

営業外費用合計 42 44 

経常利益 760 619 

特別利益    

国庫補助金 － 20 

特別利益合計 － 20 

特別損失    

固定資産圧縮損 － 17 

特別損失合計 － 17 

税金等調整前四半期純利益 760 621 

法人税等 332 332 

四半期純利益 428 288 

非支配株主に帰属する四半期純利益 23 25 

親会社株主に帰属する四半期純利益 404 263 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 428 288 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △6 0 

為替換算調整勘定 △119 △68 

退職給付に係る調整額 1 6 

その他の包括利益合計 △124 △62 

四半期包括利益 303 226 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 308 218 

非支配株主に係る四半期包括利益 △5 7 
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(3）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

 当社及び国内連結子会社の税金費用については、原則として、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度

の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算しております。また、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く

結果となる場合には、法定実効税率を用いた計算をしております。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表

示しております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
  マンション 

管理事業 
ビル 

管理事業 
不動産 
管理事業 

営繕工事業 計 

売上高              

外部顧客への売上高 11,142 2,537 1,313 6,661 21,655 － 21,655 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

2 2 66 0 71 △71 － 

計 11,145 2,540 1,379 6,662 21,727 △71 21,655 

セグメント利益 907 151 171 336 1,565 △784 780 

(注）１．セグメント利益の調整額△784百万円は、セグメント間取引消去０百万円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△785百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
  マンション 

管理事業 
ビル 

管理事業 
不動産 
管理事業 

営繕工事業 計 

売上高              

外部顧客への売上高 11,678 2,828 1,355 6,899 22,761 － 22,761 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

20 2 66 1 90 △90 － 

計 11,699 2,831 1,421 6,900 22,852 △90 22,761 

セグメント利益 750 198 159 159 1,268 △644 623 

(注）１．セグメント利益の調整額△644百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 
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